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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　押し操作される操作部材と、該操作部材の押し操作によって回動されて、装着されてい
るカードを押し出すカードイジェクト回動部材とを有し、カードが装着されている場合に
は、カードイジェクトのための準備操作を行うと前記操作部材が突き出てイジェクト操作
に必要なストロークが確保され、カードが装着されていない場合には、準備操作を行って
も前記操作部材が突き出ない構成であるカードイジェクト機構を備えた構成のカードコネ
クタにおいて、
　前記カードイジェクト機構は、
　本体の側面に、前記操作部材と、前記操作部材に対して回動可能に支持してある伝達カ
ムアームと、前記カードイジェクト回動部材と連結されているイジェクトバーとが順に並
んでいる構成であり、
　前記本体は、谷溝部、往路溝部、復路溝部、前記谷溝部と前記往路溝部の始端との間の
出口ガイド溝部、前記復路溝部の終端と前記谷溝部との間の入口ガイド溝部とを有し、前
記谷溝部が前記イジェクトバーの側とされた向きであって、該谷溝部より前記イジェクト
バーの方向に延在する谷延長溝部を有する形状のハート型カム溝部が形成してある構成で
あり、
　前記伝達カムアームは、カムフォロワを有し、前記カムフォロワが前記ハート型カム溝
部に案内されて、姿勢を変え、所定の姿勢にある場合に、前記操作部材の移動を前記イジ
ェクトバーに伝達する構成であり、
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　前記イジェクトバーは、カードが装着されている場合には、前記操作部材に近づいた位
置に位置し、カードが装着されていない場合には、前記操作部材より離れた位置に位置し
、前記操作部材の側の端に、前記カムフォロワをガイドするガイド端面部を有する構成で
あり、
　カードが装着されている場合には、前記イジェクトバーの前記ガイド端面部は、該谷溝
部の近くに位置して前記出口ガイド溝部の一部を形成し、準備操作が行なわれた場合に前
記カムフォロワを前記往路溝部に向かうように案内し、
　カードが装着されていない場合には、前記イジェクトバーの前記ガイド端面部は、該谷
溝部から離れた位置に位置し、準備操作を行なわれた場合に前記カムフォロワを案内せず
、前記カムフォロワは前記谷延長溝部内を移動して前記谷溝部に戻る構成としたことを特
徴とするカードコネクタ。
【請求項２】
　請求項１に記載のカードコネクタにおいて、
　前記ハート型カム溝部は、前記出口ガイド溝部が、登りの傾斜面よりなる構成としたこ
とを特徴とするカードコネクタ。
【請求項３】
　請求項１に記載のカードコネクタにおいて、
　前記イジェクトバーは、前記操作部材の側に、帯状突き出し部を有し、
　前記帯状突き出し部は、先端に、前記ガイド端面部を有し、
　前記イジェクトバーが前記操作部材に近づいた位置に位置しているときに、前記前記ガ
イド端面部のうち先端側の部分が前記入口ガイド溝部を塞ぐ構成としたことを特徴とする
カードコネクタ。
【請求項４】
　請求項３に記載のカードコネクタにおいて、
　前記本体は、前記イジェクトバーの帯状突き出し部の上下縁を支持するガイド部を有す
る構成としたことを特徴とするカードコネクタ。
【請求項５】
　請求項１に記載のカードコネクタにおいて、
　前記ハート型カム溝部は、前記復路溝部が前記イジェクトバーの方向に延長した復路延
長溝部を有し、
　前記イジェクトバーの帯状突き出し部は、前記谷延長溝部及び前記復路延長溝部に対向
している構成としたことを特徴とするカードコネクタ。
【請求項６】
　請求項１に記載のカードコネクタにおいて、
　更に、前記操作部材に固定してある支持アームを有し、
　前記支持アームが、前記伝達カムアームを回動可能に支持する構成としたことを特徴と
するカードコネクタ。
【請求項７】
　請求項１に記載のカードコネクタにおいて、
　前記伝達カムアームは、前記イジェクトバーの方向に延びている押しアーム部を有し、
　前記イジェクトバーは、突起部を有し、
　前記カムフォロワが前記復路溝部に案内されているときに、前記伝達カムアームは、前
記押しアーム部の先端が前記イジェクトバーの突起部に対向する姿勢となり、前記操作部
材のイジェクト操作によって、前記伝達カムアームが前記イジェクトバーを押して移動さ
せる構成としたことを特徴とするカードコネクタ。
【請求項８】
　請求項１に記載のカードコネクタにおいて、
　前記本体は、挿入されるエキスプレスカードを奥のコネクタピンと対向するように案内
するエキスプレスカード用ガイド部を一体に有する構成としたことを特徴とするカードコ
ネクタ。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はカードコネクタに係り、特に携帯用パソコン等に組み込んであり、操作部材を
押し込み操作をすることによって装着してあるカードをイジェクトさせるカードイジェク
ト機構を備えたカードコネクタに関する。
【０００２】
　カードイジェクト機構を備えたカードコネクタは携帯用パソコン等に組み込まれている
。カードをイジェクトさせるには使用者が手の指先で操作部材を所定のストローク押し込
むことが必要である。一方、操作部材がパソコン本体の側面から突き出た状態となってい
ることは、パソコンの外観上好ましくない。
【背景技術】
【０００３】
　そこで、カードイジェクト機構に所謂プッシュオン・プッシュオフのスイッチのハート
型カムを利用した操作機構を利用した機構を適用して、通常は操作部材の操作部がパソコ
ン本体の側面と同じ面に位置しており、最初に操作部を指先で一時的に押し込む準備操作
を行って、操作部をパソコン本体の側面から突き出させ、続いて、突き出た操作部を指先
で押し込む本操作を行うことによってカードをイジェクトさせる構成のカードコネクタが
商品化されている。
【０００４】
　しかし、このカードコネクタは、カードが装着されていない状態においても、操作部を
指先で押し込む操作を行うと、操作部がパソコン本体の側面から突き出てしまう構成であ
った。このため、操作部材がパソコン本体の側面から無用に突き出た状態となってしまい
、好ましくなかった。
【０００５】
　これを改良したものとして、カードが装着されていない状態においては、操作部を指先
で押し込む操作を行っても操作部がパソコン本体の側面から突き出ない構成としたカード
コネクタも商品化されつつある。
【０００６】
　このカードコネクタのカードイジェクト機構は、カードが装着されていない状態とカー
ドが装着されている状態とで異なる動作を行う必要がある。
【特許文献１】特開平１１－８６９６６号公報
【特許文献２】特開平１１－２１９７５６号公報
【特許文献３】特開２００６－２４４７７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このカードコネクタのカードイジェクト機構は、部品点数が多く、カードが装着されて
いない状態とカードが装着されている状態とで異なる動作を行う部分は狭い部分であるた
め、組み立ても難しいものであった。
【０００８】
　また、カードが装着されていない状態でも、カムフォロワはハート型カムの谷部の側面
に沿って往路溝部或いは復路溝部の方向に移動するものであるため、組み立て誤差の程度
によってはカムフォロワが往路溝部或いは復路溝部に入ってしまい誤動作を起こす虞れも
あった。
【０００９】
　そこで、本発明は、上記課題を解決したカードコネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　そこで、本発明は、押し操作される操作部材と、該操作部材の押し操作によって回動さ
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れて、装着されているカードを押し出すカードイジェクト回動部材とを有し、カードが装
着されている場合には、カードイジェクトのための準備操作を行うと前記操作部材が突き
出てイジェクト操作に必要なストロークが確保され、カードが装着されていない場合には
、準備操作を行っても前記操作部材が突き出ない構成であるカードイジェクト機構を備え
た構成のカードコネクタにおいて、
　前記カードイジェクト機構は、
　本体の側面に、前記操作部材と、前記操作部材に対して回動可能に支持してある伝達カ
ムアームと、前記カードイジェクト回動部材と連結されているイジェクトバーとが順に並
んでいる構成であり、
　前記本体は、谷溝部、往路溝部、復路溝部、前記谷溝部と前記往路溝部の始端との間の
出口ガイド溝部、前記復路溝部の終端と前記谷溝部との間の入口ガイド溝部とを有し、前
記谷溝部が前記イジェクトバーの側とされた向きであって、該谷溝部より前記イジェクト
バーの方向に延在する谷延長溝部を有する形状のハート型カム溝部が形成してある構成で
あり、
　前記伝達カムアームは、カムフォロワを有し、前記カムフォロワが前記ハート型カム溝
部に案内されて、姿勢を変え、所定の姿勢にある場合に、前記操作部材の移動を前記イジ
ェクトバーに伝達する構成であり、
　前記イジェクトバーは、カードが装着されている場合には、前記操作部材に近づいた位
置に位置し、カードが装着されていない場合には、前記操作部材より離れた位置に位置し
、前記操作部材の側の端に、前記カムフォロワをガイドするガイド端面部を有する構成で
あり、
　カードが装着されている場合には、前記イジェクトバーの前記ガイド端面部は、該谷溝
部の近くに位置して前記出口ガイド溝部の一部を形成し、準備操作が行なわれた場合に前
記カムフォロワを前記往路溝部に向かうように案内し、
　カードが装着されていない場合には、前記イジェクトバーの前記ガイド端面部は、該谷
溝部から離れた位置に位置し、準備操作を行なわれた場合に前記カムフォロワを案内せず
、前記カムフォロワは前記谷延長溝部内を移動して前記谷溝部に戻る構成としたことを特
徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、ハート型カムが、谷溝部から延びている谷延長溝部を有する構成であ
り、カードが装着されていない場合には、カムフォロワが谷延長溝部内を移動するように
した構成であるため、カムフォロワは往路溝部及び復路溝部の方向には向かわない。よっ
て、組み立て誤差等があっても、誤動作を起こさず、高い信頼性を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　次に本発明の実施の形態について説明する。
【実施例１】
【００１３】
　図１は本発明の実施例１になるカードコネクタ１０を、ＰＣカード１及びエキスプレス
カード５と併せて示す。カードコネクタ１０は、エキスプレスカード５用の上側のエキス
プレスカードコネクタ１２とＰＣカード１用の下側のＰＣカードコネクタ１１とが重なっ
て一体化された構成である。Ｘ１，Ｘ２は左右方向（幅方向）、Ｙ１，Ｙ２は奥行き方向
、Ｚ１、Ｚ２は高さ方向である。なお、Ｙ１はカード挿入方向、Ｙ２はカード押し出し方
向（カードイジェクト方向）である。
【００１４】
　ＰＣカードコネクタ１１及びエキスプレスカードコネクタ１２は、夫々、カードイジェ
クト機構４０、４０ＡをＸ１側の側面側に取り付けてある構成である。図２は、カードコ
ネクタ１０を、カードイジェクト機構４０を分解した状態で示す。図３は、図２の状態で
、カードコネクタのハウジング部分を省略して示す。図４は、図３中、カードイジェクト
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機構４０の一部を拡大して示す。図５は、図３中、本体の側面のハート型溝部を拡大して
示す図である。
【００１５】
　エキスプレスカードコネクタ１２は、Ｘ１側のレール部４２と、Ｘ２側のレール部（図
示せず）と、上板部材２１と、下側の仕切り板部材２２と、奥部であるＹ１側のコネクタ
ピン集合ブロック４８と、エキスプレスカードイジェクト機構４０とを有する構成であり
、Ｙ２側に挿入口２３を有する。
【００１６】
　ＰＣカードコネクタ１１は、Ｘ１側のレール部４３と、Ｘ２側のレール部（図示せず）
と、上側の仕切り板部材２２と、下板部材３２と、奥部のコネクタピン集合ブロック４９
と、ＰＣカードイジェクト機構４０Ａとを有する構成であり、Ｙ２側に挿入口３３を有す
る。
【００１７】
　カードコネクタ１０は、挿入口２３、３３及びイジェクト操作部材８０の操作端８０ａ
が携帯用パソコンの側面に露出した状態で携帯用パソコンに組み込んである。
【００１８】
　エキスプレスカード５は、挿入口２３を通してエキスプレスカードコネクタ１２内に挿
入され、ガイド部４４に案内されてＸ２側に寄せられ、先端のコネクタ６を奥のコネクタ
ピン（図示せず）に接続され装着される。なお、エキスプレスカード５をイジェクトする
操作は、操作部材８０を押し込むことによってなされる。
【００１９】
　ＰＣカード１は、挿入口３３を通してＰＣカードコネクタ１２内に挿入され、先端のコ
ネクタ２をコネクタピン（図示せず）に接続され装着される。なお、ＰＣカード１をイジ
ェクトする操作は、イジェクト操作部材８０をＹ１方向に押し込むことによってなされる
。
［エキスプレスカードイジェクト機構４０の構成］
　次に、エキスプレスカードイジェクト機構４０について説明する。
【００２０】
　エキスプレスカードイジェクト機構４０は、特に、図３及び図４に示すように、本体４
１と、カードイジェクト回動レバー７０と、イジェクト操作部材８０と、イジェクトバー
９０と、伝達カムアーム１００と、支持アーム１１０と、引張りコイルばね１２０とを有
する構成である。
【００２１】
　本体４１の側面に、Ｙ２側からＹ１方向に、操作部材８０、支持アーム１１０、伝達カ
ムアーム１００、イジェクトバー９０の順に並んでいる。
【００２２】
　カードイジェクト回動レバー７０はＺ軸を中心に所定の角度範囲で回動可能に支持して
あり、Ｘ１端が、イジェクトバー９０のＹ１端と連結してある。エキスプレスカード５が
前記のように挿入されて装着されると、カードイジェクト回動レバー７０はＺ１側から見
て時計方向に回動され、イジェクトバー９０はＹ２方向に移動されて、位置Ｑ２に到る（
図９（Ａ）参照）。位置Ｑ２に位置しているイジェクトバー９０がＹ１方向にＰ１まで移
動される過程で、カードイジェクト回動レバー７０がＺ１側から見て反時計方向に回動さ
れ、そのＸ２端部が、エキスプレスカード５をＹ２方向に押し出してイジェクトする。
【００２３】
　また、支持アーム１１０は操作部材８０よりＹ１方向に突き出ており、伝達カムアーム
１００は支持アーム１１０に支持されている。Ｙ２側からＹ１方向に向かって、レール部
４２の側面に、操作部材８０、伝達カムアーム１００、イジェクトバー９０の順に整列し
ている。
【００２４】
　エキスプレスカードイジェクト機構４０は、概略的には、プッシュロック・プッシュリ
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ターン機構を利用した利用するものであり、イジェクトバー９０の位置に応じてプッシュ
ロック・プッシュリターン機構が形成されたり形成されなかったりする構成であり、プッ
シュロック・プッシュリターン機構が動作された場合に、伝達カムアーム１００がその姿
勢を変えてイジェクトバー９０を押すことが可能となるようにしたものである。プッシュ
ロック・プッシュリターン機構とは、最初にプッシュするとロックし、次にプッシュする
とロックが解除されてリターンして戻る機構をいう。
［本体４１］
　図４に示すように、本体４１は、合成樹脂成形部品であり、上側のレール部４２と、下
側のレール部４３と、レール部４２よりＸ２方向に張り出たエキスプレスカード用ガイド
部４４とを一体的に有する。
【００２５】
　レール部４２の側面には、操作部材８０用のガイド部４５と、イジェクトバー９０用の
ガイド部４６と、支持アーム１１０用及びイジェクトバー９０用のガイド部４７と、ハー
ト型カム溝５０とが形成してある。ガイド部４７は、図１１及び図１４に示すように、イ
ジェクトバー９０の帯状突き出し部９２の上下縁を挟むように案内している。ハート型カ
ム溝５０は、伝達カムアーム１００に対応する箇所に形成してある。
【００２６】
　なお、ガイド部４７の箇所では、支持アーム１１０と伝達カムアーム１００とイジェク
トバー９０とが重なっており、ガイド部４７は支持アーム１１０と伝達カムアーム１００
とイジェクトバー９０とをガイドしている。
【００２７】
　図５に示すように、ハート型カム溝５０は、谷溝部５１を除いて、一般的なハート型カ
ム溝である。ハート型カム溝５０は、ハートの中心線５０ＣＬがＹ方向を向いた横向き姿
勢であり、Ｙ方向に長い細長い形状であり、Ｙ１側に谷溝部５１、出口ガイド溝部５２、
入口ガイド溝部５３を有し、Ｙ２側に合流部５４を有し、Ｚ１側に（高さＨ１の位置に）
、出口ガイド溝部５２の端から合流部５４にまで到る往路溝部５５を有し、Ｚ２側に（高
さＨ１より低い高さＨ２の位置に）、合流部５４からＹ１方向に延在して入口ガイド溝部
５３にまで到る復路溝部５６を有する。復路溝部５６は、Ｚ２方向に向かいつつＹ１方向
に向かう始端側のカーブ部分５６ａと、これに続くＹ１方向に向かう水平部分５６ｂとを
有する。この復路溝部５６は、伝達カムアーム１００の姿勢（回動位置）を、操作部材８
０の押し操作による動きをイジェクトバー９０に伝達する姿勢とする役割を有する。
【００２８】
　図６（Ｂ）に示すように、出口ガイド溝部５２は登りの傾斜面となっており、その端に
は往路溝部５５に落ちる段部５７を有し、合流部５４には、図６（Ｃ）に示すように、往
路溝部５５の終端から復路溝部５６に落ちる段部５８を有する。図６（Ｂ）に示すように
、復路溝部５６（水平部分５６ｂ）の終端から入口ガイド溝部５３に落ちる段部５９を有
し、且つ、入口ガイド溝部５３から谷溝部５１に落ちる段部６０を有する。
【００２９】
　６１は谷延長溝部であり、図５及び図６（Ａ）に示すように、谷溝部５１からＹ１方向
に延在しており、比較的長い長さＬ１を有する。長さＬ１は、後述する準備操作に対応す
る長さ、即ち、準備操作が違和感なくできる長さである。この谷延長溝部６１は、後述す
るカムフォロワ１０４が移動可能に嵌合する幅Ｗ１を有する。図７（Ａ）は一般的なハー
ト型カム溝の谷溝部の付近の形状を示し、本発明を構成するハート型カム溝５０は、一般
的なハート型カム溝の谷溝部を、図７（Ａ）中、破線で示すようにＹ１方向に延ばした形
状である。谷溝部をＹ１方向に延ばすことによって、出口ガイド溝部５２のＹ１側の壁の
一部及び入口ガイド溝部５３のＹ１側の壁の全部が壊されて無くなっている。５２ａは出
口ガイド溝部５２のＹ１側の斜めの壁部であり、往路溝部５５側の場所だけに存在してお
り、谷延長溝部６１に対応する部分には存在していない。壁部５２ａが完全ではなくて、
谷延長溝部６１に対応する部分に壁部が存在しないことによって、谷溝部５１に位置する
カムフォロワ１０４がＹ１方向に移動された場合に案内がなされず、往路溝部５５の方向
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には向かわない。
【００３０】
　６２は復路延長溝部であり、復路溝部５６が入口ガイド溝部５３の位置を越えてＹ１方
向に延長された溝部であり、比較的長い長さＬ２を有する。復路延長溝部６２は、後述す
る本操作がＳ３を越えてＳ１の位置まで正常に行われるようにするために形成してある（
図１１（Ｅ）参照）。
【００３１】
　上記の谷延長溝部６１を形成したことに伴って、イジェクトバー９０は、後述するよう
に、Ｙ１端に、出口ガイド溝部５２のＹ１側の斜めの壁部を補うガイド端面部９３を有す
る。
【００３２】
　また、復路溝部５６が低い高さＨ２に位置していることによって、伝達カムアーム１０
０が回動させられてその姿勢を変えられて、イジェクトバー９０を押すことが可能となる
ようにさせられる。
［イジェクト操作部材８０］
　図１乃至図３に示すように、操作部材８０は、合成樹脂成形部品であり、所謂プッシュ
ロッドであり、断面が正方形のロッド形状であり、ガイド部４５によってＹ方向に所定範
囲内で摺動可能に支持されており、引張りコイルばね１２０によってＹ２方向に付勢され
ている。通常は、操作部材８０は、操作端８０ａがＳ４に位置する位置している。
［イジェクトバー９０］
　図３及び図４に示すように、イジェクトバー９０は、板金部材であり、Ｙ方向に長い形
状であり、ガイド部４６によって支持されており、Ｙ方向に所定範囲内で移動可能であり
、Ｙ１端がカードイジェクト回動レバー７０のＸ１端と連結してある。
【００３３】
　イジェクトバー９０のうちＹ２端に近い箇所には、長手方向中心線よりＺ１側の箇所に
、切り起こされてＸ１方向に突き出た突起部９１が形成してある。
【００３４】
　また、イジェクトバー９０のＹ２端側には、帯状の突き出し部９２がＹ２方向に突き出
ている。帯状突き出し部９２は、谷延長溝部６１と復路延長溝部６２とを合わせた幅に相
当する幅Ｗ１を有する。帯状突き出し部９２の先端は略三角形状となっており、傾斜した
端面であるガイド端面部９３及び垂直の端面部９４を有する。垂直端面部９４は、ガイド
端面部９３の先端よりＺ２側に形成してある。
【００３５】
　この帯状突き出し部９２は、前記のガイド部４７によって支持されてＺ方向の位置を規
制されている。その上下縁を本体４１のガイド部４７によって支持されてＺ方向の位置を
規制されており、谷延長溝部６１と復路延長溝部６２とに対応した箇所に位置決めされて
いる。
【００３６】
　また、エキスプレスカード５が装着されていないときには、図７（Ｂ）に示すように、
イジェクトバー９０はＰ１に位置しており、ガイド端面部９３は、谷溝部５１からＹ１方
向に遠くはなれた位置にあり、延長溝部６１のＹ１方向の端よりもＹ１側に位置している
。
【００３７】
　エキスプレスカード５が装着されているときには、図７（Ｃ）に示すように、イジェク
トバー９０はＰ２に位置しており、突き出し部９２は延長溝部６１の一部を覆っており、
ガイド端面部９３は、谷溝部５１に接近した位置にあり、前記の壁部５２ａの延長上に位
置しており、出口ガイド溝部５２は正常に機能する完全なものとなる。また、同じく図７
（Ｃ）に示すように、ガイド端面部９３のうち先端側の部分９３ａ及び垂直端面部９４が
入口ガイド溝部５３を塞いでいる。
［伝達カムアーム１００］
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　図４に示すように、伝達カムアーム１００は、板金部材であり、Ｙ方向に細長い形状で
あり、中央に、Ｘ１方向に切り起こして先端をＹ２方向に曲げてあるＬ字形状の切り起こ
し軸状部１０１を有し、軸状部１０１よりＹ１方向に延びている押しアーム部１０２を有
し、軸状部１０１よりＹ２方向に延びているアーム部１０３を有する。軸状部１０１は、
立ち上がっている立ち上がり片部１０１ａと、この先端の折り曲がり部１０１ｂとを有す
る。押しアーム部１０２は、平坦状の先端部１０２ａを有する。アーム部１０３の端には
、Ｘ２方向に突き出たピン状のカムフォロワ１０４を有する。カムフォロワ１０４は、ア
ーム部１０３の一部を絞り加工することによって形成してある。ピン部材をアーム部１０
３にかしめて、カムフォロワ１０４としてもよい。
【００３８】
　また、伝達カムアーム１００自身が、特に切起こしによって開口が形成されており撓み
易くなっているアーム部１０３が、弾性的に撓むことによって伝達カムアーム１００自身
に発生している弾性力等によってカムフォロワ１０４はＸ２方向に付勢されており、カム
フォロワ１０４の先端はカム溝の底面に当たっており、且つ、カムフォロワ１０４は出口
ガイド溝部５２の登りの傾斜面等を円滑に乗り越える。
［支持アーム１１０］
　図４に示すように、支持アーム１１０は、合成樹脂成形部品であり、Ｚ１側から見て、
略クランク形状であり、Ｙ１方向の先端側に、伝達カムアーム支持部１１１を有し、Ｙ２
方向の端に、差込み部１１５を有する。伝達カムアーム支持部１１１は、先端よりＹ２方
向に延びたスリット１１２と、スリット１１２の端の穴部１１３とを有する。
【００３９】
　支持アーム１１０は、差込み部１１５を操作部材８０のＹ１端の穴に差し込んで操作部
材８０に固定してあり操作部材８０よりＹ１方向に突き出ている。伝達カムアーム支持部
１１１には、伝達カムアーム１００が、その切り起こし軸状部１０１を、穴部１１３に、
外れない状態で、且つ所定の角度範囲で回動可能に支持されて、伝達カムアーム１００の
長手方向軸線がＹ軸と一致した向きで取り付けてある。
【００４０】
　上記のスリット１１２は前記の伝達カムアーム１００の立ち上がり片部１０１ａの厚み
と同程度の幅であり、伝達カムアーム１００は、図８（Ａ）乃至（Ｃ）に示すように、支
持アーム１１０に対して直角の向きとし、この向きで立ち上がり片部１０１ａをスリット
１１２に差し込み、奥の穴部１１３にまで到った状態で、伝達カムアーム１００を９０度
回動させることによって、伝達カムアーム１００は支持アーム１１０から外れない状態と
される。よって、伝達カムアーム１００の支持アーム１１０への取り付け作業は簡単であ
る。
【００４１】
　また、伝達カムアーム１００自身のうちアーム部１０３が弾性的に撓むことによって伝
達カムアーム１００自身に発生している弾性力等によってカムフォロワ１０４はＸ２方向
に付勢されており、カムフォロワ１０４の先端はカム溝の底面に当たっており、且つ、カ
ムフォロワ１０４は傾斜面等を乗り越える。
【００４２】
　本体４１の下側のレール部４３の側面に設けてあるＰＣカードイジェクト機構４０Ａも
、上記のエキスプレスカードイジェクト機構４０と同じである。
［エキスプレスカードイジェクト機構４０の動作］
　なお、カードコネクタ１０は、図９（Ｂ）に示す位置Ｓ３が携帯用パソコンの側面に略
一致するようにして、携帯用パソコン内に組み込んである。
（１）エキスプレスカード５が装着されている場合の動作
　図９（Ａ）乃至（Ｅ）はエキスプレスカード５をイジェクトする過程を順に示すカード
コネクタ１０の側面図である。図１０（Ａ）乃至（Ｅ）は、夫々図９（Ａ）乃至（Ｅ）に
示す状態に対応する伝達カムアーム１００とイジェクトバー９０との動きを示す図である
。図１１（Ａ）乃至（Ｅ）は、夫々図１０（Ａ）乃至（Ｅ）に示す状態に対応するカムフ
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ォロワ１０４のハート型カム溝５０内の位置及び移動を示す図である。
【００４３】
　図９（Ａ）はエキスプレスカード５が装着されているときの状態であり、カードイジェ
クト回動レバー７０が装着されたエキスプレスカード５の先端によって押されて時計方向
に回動されてその位置に拘束されているため、イジェクトバー９０はＹ２方向に移動され
た位置に拘束されている。イジェクトバー９０のＹ１端はＱ２にあり、操作部材８０はＳ
４の位置にある。Ｙ１からＹ２に向かって、Ｓ１、Ｓ２（図１２（Ｂ）参照）、Ｓ３，Ｓ
４、Ｓ５の順、Ｐ１、Ｐ２の順、Ｑ１、Ｑ２の順である。図１０（Ａ）に示すように、イ
ジェクトバー９０のＹ１端はＰ２にあり、図１１（Ａ）及び図７（Ｃ）に示すように、ガ
イド端面部９３は、壁部５２ａの延長上に位置しており、且つその位置にそこから容易に
は動かない状態にあり、出口ガイド溝部５２は正常に機能する状態にある。カムフォロワ
１０４は、谷溝部５１に位置している。図１０（Ａ）に示すように、伝達カムアーム１０
０は水平の姿勢にあり、押しアーム部１０２は突起部９１のＺ２側に位置している。
【００４４】
　最初に、準備操作を行う。準備操作は、指先で操作部材８０を一時的に押し込む操作、
即ち、指先で操作部材８０を押し込んで、その後、指先を戻して離す操作である。
【００４５】
　指先で操作部材８０を押し込むと、操作部材８０は引張りコイルばね１２０に抗して最
終位置であるＳ３まで押し込まれる（図９（Ｂ）参照）。この過程で、カムフォロワ１０
４は、最初にガイド端面部９３、続いて壁部５２ａによって案内されて出口ガイド溝部５
２に沿って移動し、段部５７を経て往路溝部５５に到り（図１１（Ｂ）参照）、伝達カム
アーム１００はＹ１方向に移動すると共に時計方向に回動して傾斜する（図９（Ｂ）参照
）。なお、垂直端面部９４が入口ガイド溝部５３を塞いでいるため、カムフォロワ１０４
が入口ガイド溝部５３に向かうことは起きないようになっており、動作の信頼性を上げて
いる。
【００４６】
　指先を戻すと、操作部材８０は引張りコイルばね１２０によってＹ２方向に戻される。
カムフォロワ１０４は往路溝部５５に沿ってＹ２方向に合流部５４まで移動して段部５８
を経て復路溝部５６に到る（図１１（Ｃ）参照）。操作部材８０は位置Ｓ４を越えてＳ５
まで移動し、携帯用パソコンの側面より大きく突き出して、必要な操作ストロークが確保
される（図９（Ｃ）参照）。伝達カムアーム１００はＹ２方向に移動すると共に反時計方
向に回動して水平の姿勢になる（図１０（Ｃ）参照）。
【００４７】
　次いで、本操作を行う。本操作は、指先で操作部材８０を、図９（Ｄ）に示す位置を経
て、更には、位置Ｓ３を越えて、図９（Ｅ）に示す最終位置Ｓ１まで押し込む操作である
。
【００４８】
　指先で操作部材８０を押し込むと、カムフォロワ１０４は今度は復路溝部５６に沿って
Ｙ１方向に移動を開始する。
【００４９】
　操作部材８０が図９（Ｄ）に示す位置まで押し込まれた状態では、カムフォロワ１０４
は、図１１（Ｄ）に示すように、復路溝部５６のうち最初のカーブ部分５６ａを丁度通り
過ぎた状態となる。伝達カムアーム１００は、図１０（Ｄ）に示すように、Ｙ１方向に移
動すると共に反時計方向に回動されて、押しアーム部１０２が斜め上を向いた姿勢とされ
、押しアーム部１０２の先端部１０２ａがイジェクトバー９０の突起部９１に対向する。
【００５０】
　操作部材８０が更に押し込まれると、カムフォロワ１０４は水平部分５６ｂを移動し、
伝達カムアーム１００は上記の姿勢を維持しつつＹ１方向に移動し、押しアーム部１０２
の先端部１０２ａが突起部９１に突き当たって、イジェクトバー９０がＹ１方向に移動さ
れ、カードイジェクト回動レバー７０がＺ１側から見て時計方向に回動を開始する。
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【００５１】
　カムフォロワ１０４は段部５９を経て入口ガイド溝部５３に到る。このときにはイジェ
クトバー９０のガイド端面部９３及び垂直端面部９４はＹ１方向に後退しているため、カ
ムフォロワ１０４は垂直端面部９４に突き当たることなく、図１１（Ｅ）に示すように、
復路延長溝部６２に沿って更にＹ１方向に移動する。
【００５２】
　このときにも、伝達カムアーム１００は上記の姿勢を維持し、操作部材８０は、伝達カ
ムアーム１００を介してイジェクトバー９０をＹ１方向に移動させつつＹ１方向に最終位
置Ｓ１まで押し込まれる。
【００５３】
　このときのカードイジェクト回動レバー７０の回動によって、エキスプレスカード５が
イジェクトされる。
【００５４】
　指先を操作部材８０から離すと、操作部材８０は引張りコイルばね１２０によってＹ２
方向に戻され、カムフォロワ１０４は復路延長溝部６２に沿ってＹ２方向に移動し、入口
ガイド溝部５３、段部６０を経て、谷溝部５１に戻り、図１１（Ａ）に示す元の状態とな
る。
（２）エキスプレスカード５が装着されていない場合の動作
　図１２（Ａ）乃至（Ｃ）は操作部材８０を操作した場合の動作を順に示すカードコネク
タ１０の側面図である。図１３（Ａ）乃至（Ｃ）は、夫々図１２（Ａ）乃至（Ｃ）に示す
状態に対応する伝達カムアーム１００とイジェクトバー９０との動きを示す図である。図
１４（Ａ）乃至（Ｃ）は、夫々図１３（Ａ）乃至（Ｃ）に示す状態に対応するカムフォロ
ワ１０４のハート型カム溝５０内の位置及び移動を示す図である。
【００５５】
　図１２（Ａ）はエキスプレスカード５が装着されていないときの状態であり、イジェク
トバー９０はＹ１方向に移動された位置にいる。図１３（Ａ）に示すように、イジェクト
バー９０のＹ１端はＰ１にあり、図１４（Ａ）及び図７（Ｂ）に示すように、ガイド端面
部９３は、谷延長溝部６１よりもＹ１側に位置しており、出口ガイド溝部５２は正常に機
能する状態ではない。カムフォロワ１０４は、谷溝部５１に位置している。図１３（Ａ）
に示すように、伝達カムアーム１００は水平の姿勢にあり、押しアーム部１０２はＺ方向
についてみると突起部９１よりもＺ２側に位置している。
【００５６】
　前記のエキスプレスカード５が装着されている場合と同じく、準備操作を行う。指先で
操作部材８０を押し込むと、カムフォロワ１０４は、壁部５２ａには案内されることなく
、図１４（Ｂ）に示すように、谷延長溝部６１内をＹ１方向にその終端まで移動し、谷延
長溝部６１のＹ１方向端の壁に突き当たってそれ以上の移動を制限される。操作部材８０
は図１２（Ｂ）に示すように最終位置であるＳ２まで押し込まれる。図１３（Ｂ）に示す
ように、伝達カムアーム１００の押しアーム部１０２は突起部９１には当たらない。
【００５７】
　なお、出口ガイド溝部５２が登りの傾斜面となっていることが、カムフォロワ１０４が
出口ガイド溝部５２の方向に向かうことを確実に制限する。また、カムフォロワ１０４側
から見て上がる段部６０も、カムフォロワ１０４が入口ガイド溝部５３に向かうことを確
実に制限する。
【００５８】
　指先を戻すと、操作部材８０は引張りコイルばね１２０によってＹ２方向に戻される。
カムフォロワ１０４は谷延長溝部６１内をＹ２方向に移動して、図１４（Ｃ）に示すよう
に、谷溝部５１の位置に戻る。伝達カムアーム１００は図１３（Ｃ）に元の状態となり、
操作部材８０は、図１２（Ｃ）に示すように、最初の位置Ｓ４に戻る。操作部材８０は突
き出ない。
【００５９】
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　なお、エキスプレスカード５が装着されていない状態では、カードイジェクト回動レバ
ー７０は回動が自由な状態にあるので、場合によってはイジェクトバー９０がＹ２方向に
移動された状態にあることもありうる。しかし、カードイジェクト回動レバー７０は回動
が自由な状態にあるので、イジェクトバー９０はＹ１方向に押されると容易にＹ１方向に
移動することが可能な状態にある。このため、前記の準備操作によってカムフォロワ１０
４がガイド端面部９３に当たったとしても、イジェクトバー９０がＹ１方向に移動されて
、カムフォロワ１０４は前記と同じく谷延長溝部６１内をＹ１方向に移動する。
【００６０】
　ＰＣカードコネクタ１１のＰＣカードイジェクト機構４０Ａも、上記のエキスプレスカ
ードイジェクト機構４０と同様に動作する。即ち、ＰＣカードが装着されている場合には
、準備操作すると操作部材が突き出し、ＰＣカードが装着されていない場合には、準備操
作しても操作部材が突き出ないように動作する。
【００６１】
　また、伝達カムアーム１００を操作部材８０に直接取り付けた構成とすることも可能で
ある。この構成とした場合には、支持アーム１１０を省略出来る。
【００６２】
　なお、本発明は、エキスプレスカードコネクタ１２単体、或いは、ＰＣカードコネクタ
１１単体でも成立する。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明の実施例１になるカードコネクタを、ＰＣカード及びエキスプレスカード
と併せて示す斜視図である。
【図２】図１のカードコネクタを、そのカードイジェクト機構を分解して示す斜視図であ
る。
【図３】図１のカードコネクタのカードイジェクト機構の分解斜視図である。
【図４】図３の一部を拡大して示す図である。
【図５】ハート型カム溝を拡大して示す図である。
【図６】図５のハート型カム溝の断面図である。
【図７】ハート型カム溝のうち谷溝部及びこの近くの部分と、イジェクトバーの帯状突き
出し部の先端の部分との関係を、拡大して示す図である。
【図８】伝達カムアームの支持アームへの取り付けを説明する図である。
【図９】カードが装着されている場合のカードイジェクト操作及び動作を示す図である。
【図１０】伝達カムアームとイジェクトバーとの関係を示す図である。
【図１１】ハート型カム溝内のカムフォロワの位置及び動きを説明する図である。
【図１２】カードが装着されていない場合に操作部材を押したときの動作を示す図である
。
【図１３】伝達カムアームとイジェクトバーとの関係を示す図である。
【図１４】ハート型カム溝内のカムフォロワの位置及び動きを説明する図である。
【符号の説明】
【００６４】
　１　ＰＣカード
　５　エキスプレスカード
　１０　カードコネクタ
　１１　ＰＣカードコネクタ
　１２　エキスプレスカードコネクタ
　２１　上板部材
　２２　仕切り板部材
　２３，３３　挿入口
　３２　下板部材
　４０，４０Ａ　カードイジェクト機構
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　４１　本体
　４２，４３　レール部
　４４　エキスプレスカード用ガイド部
　４５，４６，４７　ガイド部
　４８，４９　コネクタピン集合ブロック
　５０　ハート型カム溝
　５０ＣＬ　中心線
　５１　谷溝部
　５２　出口ガイド溝部
　５３　入口ガイド溝部
　５４　合流部
　５５　往路溝部
　５６　復路溝部
　５６ａ　カーブ部分
　５６ｂ　水平部分
　６１　谷延長溝部
　６２　復路延長溝部
　７０　カードイジェクト回動レバー
　８０　イジェクト操作部材
　８０ａ　操作端
　９０　イジェクトバー
　９１　突起部
　９２　帯状突き出し部
　９３　ガイド端面部
　９４　垂直端面部
　１００　伝達カムアーム
　１０１　切り起こし軸状部
　１０１ａ　立ち上がり片部
　１０１ｂ　折り曲がり部
　１０２　押しアーム部
　１０３　アーム部
　１０４　カムフォロワ
　１１０　支持アーム
　１１１　伝達カムアーム支持部
　１１２　スリット
　１１３　穴部
　１１５　差込み部
　１２０　引張りコイルばね
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